平成２２年度事業報告
　Ⅰ　法人の概要
　　（１）設置する学校等
　　　　①　英真学園高等学校　全日制課程　普通科
2 英真学園中学校

　　　　【平成２３年度入学生】　　　　
	１年
	文理特進コース
	情報進学コース
	総合進学コース

	２年
	文理特進コース
	情報進学コース
	文系進学コース
	理系進学コース
	総合進学コース

	３年
	文理特進コース
	情報進学コース
	文系進学コース
	理系進学コース
	総合進学コース


　　　　【平成２３年度現在】　１年→２３年度入学生　２年→２２年度入学生　３年→２１年度入学生
	１年
	文理特進コース
	情報進学コース
	総合進学コース

	２年
	文理特進コース
	情報進学コース
	文系進学コース
	理系進学コース
	総合進学コース

	３年
	文理特進コース
	情報進学コース
	文系進学コース
	理系進学コース
	総合進学コース


　　　　
　　（２）役員および教職員構成　各年度４月１日現在
	
	年度
	１７
	１８
	１９
	２０
	２１
	２２
	２３
	２３年度備考
	

	学校法人英真学園
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	理事
	７
	７
	７
	７
	７
	７
	７
	理事長　14.6太田弘　17.7～文野肇　
	
	

	
	監　　事
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	２
	
	
	
	

	　　
	評議員
	１７
	１７
	１７
	１８
	１８
	１８
	１８
	
	
	
	

	英真学園高等学校
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	（管理職）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	校長
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	17～19神子和良　20～内田準吉
	

	
	教頭
	１
	１
	１
	２
	２
	２
	２
	17～19内田準吉　20～大川和子、大目美日古
	

	
	事務長
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	17.12小堀義和　18.1～松瀬裕
	

	（教育職員）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	常勤
	５３
	５１
	５０
	４７
	４６
	５１
	５４
	教諭（４９）養護教諭（２）専任講師（３）　

校長、教頭含まない
	

	
	非常勤
	１９
	１６
	１６
	１３
	２４
	２４
	２７
	非常勤講師（２４）教育相談（２）
外国語指導助手（１）
	

	（事務職員）
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	常勤
	４
	５
	５
	５
	５
	５
	５
	事務長含まない
	

	
	非常勤
	２
	２
	２
	２
	２
	３
	３
	
	

	
	非常勤用務員
	１
	１
	１
	１
	１
	１
	４
	前任者の退職により４名採用（シフトを組み１日一人）
	

	教職員　計
	８２
	７８
	７７
	７２
	８２
	８８
	９７
	
	


　Ⅱ　平成２２年度に行った主な事業
　　１．生徒募集に関わること
　　（１）学費（２３年度入試、２３年度入学生）
	受　験　料
	入学金
	授業料（年間）
	施設設備費（年間）

	２０,０００円
	２００,０００円
	５１６,０００円
	廃止


　　
　　（２）募集人員およびその実績（２３年度入試、２３年度入学生）
	募集人員
	内　　訳

	
	文理特進コース
	情報進学コース
	総合進学コース

	３２０名
	４０名
	４０名
	２４０名


	入学者数
	内　　訳

	
	文理特進コース
	情報進学コース
	総合進学コース

	３７３名
（248+125）
	３４名
（24+10）
	４０名
（28+12）
	２９９名
（196+103）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（男子＋女子）
　　２．教育の充実化に関わること
　　　　校長以下教職員は「一人ひとりを大切に」とうたう本校の教育理念に基づき日々の教育に取り組んだ。
　　（１）転退学生を出さない学習指導、生徒指導の実践
　　（２）生徒（生活）指導の充実
　　（３）クラブ活動の活性化
　　（４）進路指導の充実　
　　（５）生徒の自治活動の推進
　　
　　３．施設設備に関わること
　　（１）本館体育館天井修繕　経年劣化により天井部のいたみ修繕
　　（２）本館教室の塗装
　　（３）南館　ＬＬ教室及び被服準備室を普通教室及び選択教室とした

平成２３年度事業計画
　第３号議案平成２２年度事業報告を受け、安定した学校経営、教育の充実のために次のとおり事業計画を編成する。
　Ⅰ　設置コース等
　　（１）設置する学校等
　　　　①　英真学園高等学校　全日制課程　普通科
　　　　②英真学園中学校　平成２２年度も募集停止とする。
　　
　　（２）役員および教職員構成
　　　　　「平成２１年度事業報告」「法人の概要」に記載のとおり。
　Ⅱ　学費、生徒募集等
　　１．生徒募集に関わること
　　（１）学費　平成２４年度入学生については据置く。
　　　　　【平成２３年度以降入学】
受験料　入学金　授業料　
	受　験　料
	入学金
	授業料（年間）

	２０,０００円
	２００,０００円
	５１６,０００円


　　　　
【平成２３年度　学年ごとの学費】
	
	受　験　料
	入学金
	授業料（年間）

	第１学年
	２０,０００円
	２００,０００円
	５１６,０００円

	第２学年
	２０,０００円
	２００,０００円
	５１６,０００円

	第３学年
	２０,０００円
	２００,０００円
	５１６,０００円


　　（２）募集人員　平成２４年度入試
	募集人員
	内　　訳

	
	文理特進コース
	情報進学コース
	総合進学コース

	３２０名
	４０名
	４０名
	２４０名


　　　　平成２１年度入試において定員割れに歯止めがかかり、２２年度、２３年度入試においても定員確保ができた。
中学校対応、進学塾対応、広報の方法等生徒募集の手立て等に工夫を重ね募集人員確保を目指したい。
　　２．教育の充実化に関わること
　　　　本校の教育理念「一人ひとりを大切に」を合言葉に日々の教育に取り組む。
　　　　中学生やその保護者が「行きたい学校」「行かせたい学校」と思う学校づくり、地域社会が「ここに存在
　　　してほしい」と思う学校づくりを推進する。そのために最も重要なことは「転退学生を出さない」「進路保
　　　障の充実」にあることは論を待たない。
　転退学生を出さないことは、懸案の課題である。生徒をどう理解するか、日々どのように接するか、保護者との連携をどうするかによって転退学者数は激減するし、激増もある。就学意欲が萎え、退学したいと言い出した生徒や保護者を説得しても時期を逸している。
　　　　生徒の悩みを理解し、長所を見出し、生徒の居場所をしっかりと作ることが肝要である。その思いを全
教職員が共有し、生徒と接すればおのずから転退学者数は減少する。
　　　　進路保障は教育すべての総和だといわれる。以下、「転退学生を出さない」「進路保障の充実」のために
①わかり易い授業展開、②きめ細かい生徒（生活）指導、③クラブ活動の活性化、④自治活動の推進をは
かる。しかし、転退学していく生徒の中には経済的理由を主たる理由とする者もいる。経済不況、雇用の
不安定、家庭や一つの私学の努力だけでは解決できない側面もある。
　　　
　　
　　３．経済不況、雇用の不安定、少子化の続く中、公立高校授業料無償化等が行われ、大阪府在住生徒に対しては授業料支援補助金制度が改定された。しかし、経常費補助のパーヘッド化等、私学を取り巻く環境は厳しい状況にある。情報分析を行い諸般の事業計画を練りたい。
　Ⅲ　施設・設備等
　　  本館内の廊下の壁面塗装、南館トイレ改修　等
　   
